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湯川 泰、田上 英明、大隅 圭太 
最終試験結果の要旨 
 審査委員会は、申請者の公聴会における研究発表と質疑応答、および学位審査会における応答から、
専門領域や周辺学問領域についての十分な学識と研究遂行能力を持つものと判断した。多岐にわたる
諮問に対しては概ね適切に対応していたが、今後さらなる研鑽を積むことが期待される。精緻な生化
学的実験手法を駆使して、多くの新事実を明らかとした点は高く評価される。国内外の複数の学会に
おける発表経験も評価できる。これらを総合し、審査委員会は申請者が博士の学位（生体情報）に値
すると判断した。 
（システム自然科学研究科） 
